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第
45
回
中
央
社
会
保
障
学
校

　

国
会
で
閉
会
中
審
査
が
行
わ

れ
た
。加
計
学
園
問
題
が
中
心

で
あ
る
。野
党
の
追
及
は
時
系

列
的
で
説
得
力
が
あ
っ
た
。政

府
側
は
「
記
録
が
な
い
の
で
」

「
記
憶
が
な
い
」が
中
心
で
ウ

ソ
と
ご
ま
か
し
で
終
始
し
た
。

共
謀
罪
法
案
が
中
間
報
告
と
い

う
卑
劣
な
手
段
で
、国
民
の
声

を
無
視
し
て
強
行
採
決
さ
れ
た

後
の
記
者
会
見
で
安
倍
首
相
は

「
開
会
中
で
あ
れ
閉
会
中
で
あ

れ
国
民
に
納
得
い
く
よ
う
に
丁

寧
に
説
明
す
る
」と
ま
た
ウ
ソ

を
つ
い
た
。丁
寧
に
説
明
す
る

と
言
っ
て
説
明
し
た
こ
と
は
な

い
。し
か
し
、加
計
問
題
と
稲
田

防
衛
大
臣
の
日
報
隠
ぺ
い
問
題

等
で
国
民
の
怒
り
に
触
れ
、こ

れ
ま
で
高
か
っ
た
支
持
率
が
急

落
し
、と
う
と
う
危
険
水
域
と

言
わ
れ
る
20
％
台
ま
で
落
ち
込

ん
だ
。支
持
率
に
加
え
都
議
選

の
大
惨
敗
を
受
け
、閉
会
中
審

査
は
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
た
。２
０
１
３

年
安
倍
首
相
は
「
民
主
党
は
息

を
吐
く
よ
う
に
嘘
を
つ
く
」と

言
っ
て
い
た
が
、む
し
ろ
こ
の

言
葉
は
安
倍
政
権
の
方
こ
そ
全

然
違
和
感
が
な
い
。心
理
学
者

の
Ｄ
・
Ｌ
・
ス
ミ
ス
氏
は
「
騙

そ
う
と
す
る
性
向
こ
そ
が
、自

然
選
択
を
通
し
て
騙
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
発

達
さ
せ
る
。そ
し
て
、ウ
ソ
を
見

分
け
る
遺
伝
子
も
次
の
世
代
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
く
」と
説

く
。遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、こ
の
国

の
国
民
も
や
っ
と
「
騙
さ
れ
な

い
よ
う
に
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

を
発
達
さ
せ
た
よ
う
だ
。残
る

は
真
実
の
究
明
の
み
。　
（
今
）

最
賃
千
円
を
求
め
て

　
二
八
四
分
の
座
り
こ
み

ど
し
ゃ
ぶ
り
の
中

大
間
集
会
に
４
０
０
名

い
の
ち
の
と
り
で

裁
判
に
２
２
１
人
余

　

７
月
10
日
、
県
労
連
は
青
森

駅
前
公
園
で
最
低
賃
金
千
円

以
上
の
引
き
上
げ
を
求
め
て

２
８
４
分
の
座
り
込
み
を
し
ま

どしゃ降りの中の行進

し
た
。
座
り
込
み
行
動
に
は
弘

前
や
五
所
川
原
市
も
含
め
て
46

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
青
森
県

最
賃
審
議
会
が
開
催
さ
れ
る
こ

　
７
月
21
日
、
第
５
回
青
森
年

金
裁
判
の
口
頭
弁
論
と
第
１
回

青
森
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
の

口
頭
弁
論
が
同
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
14
時
か
ら
の
年
金
裁

判
の
傍
聴
に
は
１
０
０
名
、
16

時
か
ら
の
い
の
ち
の
と
り
で
裁

判
の
傍
聴
に
は
１
２
１
名
が
参

加
、
裁
判
所
は
傍
聴
者
で
溢
れ

か
え
り
ま
し
た
。

　
年
金
裁
判
終
了
後
、
最
高
気

温
35
・
９
度
の
中
、
青
い
森
公

園
で
「
青
森
年
金
裁
判
・
青
森

い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
『
傍
聴

行
動
・
決
起
集
会
』
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
年
金
裁
判
の
横
山

弁
護
士
は
、
年
金
裁
判
の
意
義

と
取
り
組
み
の
具
体
的
方
向
性

を
提
起
、
葛
西
弁
護
士
は
、
い

の
ち
の
と
り
で
裁
判
の
訴
状
の

要
旨
と
今
後
の
訴
訟
の
進
め
方

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
両
裁
判
の
原
告
を
代
表
し

て
、
年
金
裁
判
の
千
代
谷
邦
弘

さ
ん
、
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判

の
神
覚
さ
ん
が
決
意
表
明
を
し

と
し
、
月
22
日
間
働
い
て
も

12
万
６
千
円
し
か
な
ら
ず
、
結

婚
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、

青
森
県
の
人
口
が
80
年
代
の

１
５
３
万
人
か
ら
１
２
８
万
人

に
激
減
し
て
い
る
の
は
、
第
一

次
産
業
の
衰
退
と
低
賃
金
に
よ

る
青
年
層
の
人
口
流
出
に
あ
る

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
道
行
く
人
に
シ

ー
ル
投
票
、
ビ
ラ
や
テ
ッ
シ
ュ

を
配
布
す
る
な
ど
最
賃
引
き
上

げ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
シ
ー

ル
投
票
に
参
加
し
た
人
は
、
青

森
県
の
最
賃
は
低
す
ぎ
る
の
で

時
給
千
円
を
希
望
す
る
と
投
票

し
て
い
ま
し
た
。

　

政
府
は
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総

活
躍
プ
ラ
ン
」
で
最
賃
を
年
３

年
金
・
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判

決
起
集
会

　
７
月
24
日
、
大
間
原
発
に
反

対
す
る
地
主
の
会
の
所
有
地
で

第
10
回
大
間
原
発
反
対
現
地
集

会
が
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
の
中
で

開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
・
県
内

か
ら
４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
宮
城
・
福
島
・
愛
媛
県
、

北
海
道
の
代
表
や
奥
村
県
労
連

議
長
、
古
村
県
議
な
ど
が
闘
い

の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
奥

村
議
長
は
、
原
発
再
稼
働
は
憲

法
13
条
の
「
生
命
、
自
由
及
び

幸
福
追
求
」
を
否
定
す
る
も
の

で
絶
対
認
め
る
こ
と
は
出
来
な

論
が
終
わ
り
、
来
年
の
大
間
集

会
で
勝
利
判
決
の
報
告
が
で
き

る
よ
う
最
後
ま
で
奮
闘
す
る
と

決
意
を
述
べ
、
大
き
な
拍
手
を

受
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
大
間
原
発
建
設
断

念
を
求
め
て
、
今
後
と
も
大
間

町
に
集
う
こ
と
、
ま
た
各
地
で

％
引
き
あ
げ
、
全
国
平
均
千
円

を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
で
は
到
達
す
る
の
は
23
年

以
降
に
な
り
ま
す
。
中
央
最
賃

い
と
発
言
し
ま
し
た
。
函
館
市

の
竹
田
と
し
子
大
間
原
発
訴
訟

の
会
代
表
は
、
６
月
に
最
終
弁

審
議
会
は
、
７
月
末
に
「
目

安
」
を
政
府
に
提
出
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
政
府
は

２
０
１
０
年
の
政
労
使
合
意
で

「
早
期
に
全
国
最
低
８
０
０

円
、
景
気
状
況
に
配
慮
し
つ
つ

全
国
平
均
千
円
を
目
指
す
」
と

し
た
約
束
を
守
る
べ
き
で
す
。

ま
し
た
。
神
さ
ん

は
、
口
頭
弁
論
の
意

見
陳
述
で
「
好
き
な

魚
は
高
い
の
で
サ
バ

缶
で
我
慢
、
銭
湯
も

我
慢
、
葬
式
の
広
告

は
見
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
」
と
生
活
保

護
の
実
態
を
訴
え
ま

し
た
。

　
次
回
の
口
頭
弁
論

は
、
年
金
裁
判
は
10

月
20
日
14
時
、
い
の

ち
の
と
り
で
裁
判
は

10
月
25
日
15
時
と
な

り
ま
し
た
。

の
活
動
の

継
続
」
を

確
認
す
る

ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し

ま
し
た
。

デ
モ
行
進

は
雨
が
い

っ
そ
う
激

し
く
な
る

中
、
び
し
ょ
濡
れ
で
、
当
初
よ

り
短
い
け
れ
ど
約
２
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
道
の
り
を
行
進
し
ま

し
た
。
デ
モ
隊
は
、「
大
間
原

発
絶
対
反
対
！
」「
核
燃
サ
イ

ク
ル
も
う
や
め
よ
う
！
」「
原

発
つ
く
ら
ず
未
来
を
つ
く
ろ

う
！
」
と
よ
び
か
け
、
町
民
も

手
を
ふ
っ
て
応
え
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
予
定

●
青
森
平
和
集
会

と
き　

８
月
15
日
㈪
12
：
15

と
こ
ろ　

青
い
森
公
園

主
催　

県
９
条
の
会
等
12
団
体

●
第
29
回
県
労
連
定
期
大
会

と
き　

８
月
26
日
㈯
10
時

と
こ
ろ　

ア
ピ
オ
あ
お
も
り

●
三
沢
基
地
調
査

と
き　

９
月
９
日
㈯
13
時

と
こ
ろ
　
東
北
町「
松
園
」集
合

　
　
　
　

翌
日
、
三
沢
航
空
祭

の
時
期
に
市
民

に
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に

２
０
０
７
年
か

ら
実
施
、
今
回

で
11
回
目
に
な

り
ま
し
た
。

　

奥
村
議
長

は
、
青
森
県
の

最
賃
は
時
給

７
１
６
円
で
東

京
と
の
格
差
は

10
年
前
と
比
較

し
て
2
倍
に
拡

大
し
て
い
る

46名の284分の座り込み

日 

程
◎
７
日　

13
：
30

①
学
習
講
演
―
都
留
民
子
（
広

島
県
立
大
学
）

②
学
習
講
演
―
藤
田
孝
典
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
）

◎
８
日　

９
：
30

③
シ
ン
ポ
「
生
存
権
と
平
等
を

問
う
」

④
学
習
講
演
―
冨
田
宏
治
（
関

西
学
院
大
学
）

◎
９
日　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

Ａ
コ
ー
ス
―
松
丘
保
養
園
・
三

内
丸
山
遺
跡
、
Ｂ
コ
ー
ス
―
大

間
原
発
・
東
通
原
発

年金
 裁判

９
月
７
日
〜
９
日
㈯

青
森
市
文
化
会
館
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参加者の団結がんばろう

退
職
し
て

21
年
い
つ
の
間
に
？
と
い
う
感

じ
で
す
。
在
職
中
は
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
今
は
２
人
と
も

年
金
暮
ら
し
で
、
夫
の
医
療

費
・
介
護
費
の
増
加
に
頭
を
痛

め
て
い
ま
す
。（
室
瀬
和
子
・

年
金
者
組
合
）

10
円
切
手
を

貼
り
た
し
て
出
し
ま
す
。
値
上

げ
し
た
物
い
っ
ぱ
い
あ
り
す
ぎ

で
〜
す
。（
中
村
龍
平
・
建
交

労
）

も
う
少
し
で
定
年

に
な
り
ま
す
。
時
々
昔
の
職
場

の
様
子
や
仲
間
の
こ
と
を
を
思

い
出
し
ま
す
。
ま
わ
り
は
み
な

若
者
ば
か
り
・
・
。
で
も
よ
い

職
場
環
境
で
助
か
っ
て
い
ま

す
。
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う

に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
い

つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。（
小
野

透
・
民
医
労
）

ク
ロ
ス
ワ
�
ド
パ
ズ
ル

は
い
つ
も
楽
し
み
な
が
ら
解
い

て
い
ま
す
が
、
今
日
に
限
っ
て

は
「
共
謀
罪
」
法
案
の
強
行
採

決
に
腹
を
立
て
な
が
ら
解
き
ま

し
た
。（
成
田
美
貴
子
・
年
金

者
組
合
家
族
）

三八地労連定期大会
事務局長に中屋敷泰一氏

講
演
す
る
戸
室
氏

報
告
す
る
酒
田
委
員
長

青
森
県
は
人
口
に
占
め
る
自
衛

隊
員
の
割
合
は
日
本
一
で
あ
り
、

上
位
12
ま
で
が
東
北
・
北
海

道
・
九
州
で
占
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
そ
れ
が
低
所
得
と
低
い

大
学
進
学
率
と
相
関
を
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
民
間
企
業
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
就
職
勧
誘
の
た
め
の
家
庭

訪
問
や
校
内
説
明
会
が
自
衛
隊

　

７
月
９
日
、
平
和
委
員
会
主

催
の
平
和
学
習
会
が
開
催
さ
れ

40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
学
習

会
は
、
①
「
青
森
県
に
お
け
る

自
衛
隊
募
集
の
状
況
」
②
「
中

学
生
の
自
衛
隊
体
験
学
習
問

題
」
の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

①
に
つ
い
て
、
酒
田
孝
高
教

組
委
員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

先
月
に
小
泊
岬

の
ゴ
ト
ゴ
ト
で
マ
タ
ナ
ゴ
（
30

㎝
〜
20
㎝
）
を
40
匹
ぐ
ら
い
釣

っ
て
き
ま
し
た
。
昆
布
〆
の
刺

身
は
最
高
に
美
味
で
し
た
。（
工

藤
順
勝
・
私
教
連
）

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

高
齢
に
な
る
と
、
の
ど
の
渇
き

や
暑
さ
を
感
じ
る
機
能
が
衰
え

て
く
る
と
の
こ
と
。
熱
中
症
に

注
意
し
て
暑
い
夏
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。 

（
長
内
幸
子
・
建

交
労
家
族
）

田
植
え
も
終
わ
り

毎
日
田
ん
ぼ
の
見
回
り
を
し
て

い
ま
す
。
植
え
た
ば
か
り
の
苗

は
人
間
で
い
え
ば
赤
ち
ゃ
ん
で

す
。
毎
日
の
水
回
り
が
大
切
に

な
り
ま
す
。（
坂
本
豊
・
農
民

組
合
）

　

７
月
８

日
、
八
戸
市

ス
ポ
ー
ツ
研

修
セ
ン
タ
ー

で
三
八
地
労

連
第
29
回
定

期
大
会
が
開

催
さ
れ
、
代

議
員
20
人
が

出
席
、
議
長

に
全
医
労
の

森
越
代
議
員

が
就
任
し
ま

し
た
。

　

中
道
議
長

は
あ
い
さ
つ
で
、
自
民
党
が
歴

史
的
惨
敗
を
喫
し
た
都
議
選
の

結
果
を
踏
ま
え
、
野
党
共
闘
に

よ
り
政
治
を
変
え
て
行
こ
う
と

述
べ
ま
し
た
。
田
村
県
労
連
副

議
長
が
来
賓
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
労
働
組
合
と
運
動
の
強
化

の
必
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

延
べ
13
人
が
討
論
に
た
ち
、
17

春
闘
の
取
り
組
み
や
多
忙
化
の

状
況
、
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
・
団
体

交
渉
、
年
金
裁
判
、
組
合
員
拡

大
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
議
案
は
一
括
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
役
員
選
挙
で
は
、
中
道

議
長
、
山
田
副
議
長
が
留
任
、

事
務
局
長
に
中
屋
敷
泰
一
（
年

経
済
的
徴
兵
制
の
危
惧

ー
平
和
学
習
会
ー

県
社
保
協
結
成

二
十
周
年
記
念
集
会

に
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
告
発

し
ま
し
た
。
改
憲
や
戦
争
法
な

ど
で
経
済
的
徴
兵
制
の
強
化
が

危
惧
さ
れ
る
と
結
び
ま
し
た
。

　

②
に
つ
い
て
、
村
川
み
ど
り

青
森
市
議
会
議
員
が
報
告
し
ま

し
た
。
青
森
市
で
以
前
か
ら
中

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
自
衛
隊
の
体
験
実
習
が

行
わ
れ
、
顔
に
泥
を
塗
っ
た
り
、

親
の
承
諾
を
受
け
て
い
な
い
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
自
衛
隊

の
応
募
者
が
激
減
し
て
い
る
中

で
中
学
生
へ
の
働
き
か
け
が
強

化
さ
れ
る
と
発
言
し
ま
し
た
。

第321回
クロスワード
パズル

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
９
月
15
日

●
発
表
＝
10
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第

321
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
８
月
11
日
。
祝
日
で
す

④
掃
除
道
具
の
一
つ
で
す

⑦
仁
王
立
ち
の
金
剛
…
…
像

⑨
野
球
用
語
で
「
生
還
」。
ホ

ー
ム
…
…
。

⑩
日
頃
か
ら
の
管
理
や
事
前
の

回
避
が
大
事

⑫
立
秋
過
ぎ
て
続
く
も
の

⑭
一
人
。
…
…
赴
任

⑯
…
…
扉
。
…
…
水
槽
。

⑱
リ
オ
五
輪
で
の
吉
田
沙
保
里

選
手
の
メ
ダ
ル
の
色

⑲
景
色
。
…
…
画

⑳
ヘ
ル
シ
ー
な
…
…
性
油

㉒
ヤ
ボ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

㉓
ム
ー
ミ
ン
に
似
た
動
物

㉔
ハ
ト
派
の
反
対
語

㉖
…
…
い
ち
え
の
出
会
い

㉗
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
の
藤
沢
と

茅
ヶ
崎
の
間
の
駅
は
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
東
海
道
中
膝
栗
毛
の
…
…

コ
ン
ビ

②
浅
草
…
…
。
…
…
巻
き

③
足
し
算
の
反
対
語

⑤
地
球
は
…
…
の
惑
星
の
一

つ
で
す

⑥
佐
渡
島
と
い
え
ば
…
…
山

⑧
…
…
小
棒
大
。
…
…
葉
樹

⑪
縁
日
で
買
っ
た
出
目
金
な

ど
を
入
れ
よ
う

⑬
燃
や
す
と
体
重
が
減
る

⑮
濃
い
紅
色
の
こ
と
で
す

⑰
演
歌
に
歌
わ
れ
る
冬
景
色

が
有
名
。
津
軽
…
…
。

⑲
敗
者
…
…
戦
で
勝
負
す
る

⑳
歯
医
者
さ
ん
の
こ
と
で
す

㉑
お
だ
て
れ
ば
木
に
登
る
？

㉕
旅
の
…
…
は
か
き
捨
て

第
319
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

《
当
選
者
》
18
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

木
村
裕
子
（
県
教
組
）
安
藤

晴
美
（
年
金
者
組
合
）
槇
公

彦
（
全
労
働
）
成
田
美
貴
子

（
年
金
者
組
合
家
族
）
岡
本

猛
（
年
金
者
組
合
）

　
青
森
県
社
会
保
障

推
進
協
議
会
は
７
月

29
日
、
第
21
回
総

会
を
開
催
し
ま
し

た
。
総
会
に
先
立
ち

県
社
保
協
結
成
20
周

年
を
記
念
し
て
講
演

会
が
開
か
れ
、
戸
室
健
作
・
山

形
大
学
人
文
社
会
科
学
准
教
授

が
「
拡
大
す
る
貧
困
の
現
状
と

対
策
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し

た
。
戸
室
氏
は
貧
困
世
帯
数
・

子
ど
も
の
貧
困
率
の
拡
大
と
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
拡
大
の
実
態
を

あ
げ
、
対
策
と
し
て
①
非
正
規

労
働
か
ら
正
規
労
働
へ
の
転

換
、
最
賃
の
大
幅
引
き
あ
げ
②

生
活
保
護
制
度
の
拡
充
、
最
低

保
障
年
金
制
度
の
創
設
な
ど
を

提
起
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

労
働
運
動
と
福
祉
運
動
の
共
同

が
不
可
欠
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
対
馬
康
文
事
務
局
長

が
１
年
間
の
活
動
と
運
動
方
針

案
を
提
案
し
ま
し
た
。
討
論
で

は
新
婦
人
が
青
森
市
議
会
に
就

学
援
助
の
入
学
準
備
金
な
ど
の

早
期
支
給
、
学
用
品
費
な
ど
の

年
度
初
め
の
早
期
支
給
を
求
め

る
請
願
書
を
提
出
、
圧
倒
的
多

数
で
採
択
（
公
明
党
と
自
民
党

の
一
部
反
対
）
さ
れ
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
大
竹

進
会
長
の
再
任
、
新
事
務
局
長

に
木
村
儀
弘
氏
を
選
任
し
ま
し

た
。

金
者
組
合
）
、
事
務
局
次
長
に

新
岡
（
年
金
者
組
合
）
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
幹
事
に
は
高
教

組
・
天
摩
、
全
医

労
・
森
越
、
全
労
働

八
戸
職
安
分
会
・
阿

部
、
八
戸
市
営
バ
ス

労
組
・
市
川
の
４
人

が
選
ば
れ
、
会
計
監

査
の
畠
山
（
年
金
者

組
合
）
と
佐
井
（
県

教
組
）
は
留
任
と
な

り
ま
し
た
（
敬
称

略
、
三
八
地
労
連
・

新
岡
武
信
）
。


